
２０２４年度 学校関係者評価委員会 報告書 

 

学校法人正栄学院  

いばらきどうぶつ専門学校  

学校関係者評価委員会  

 

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者評価委員会において 

「２０２４年度自己評価報告書」に対し、評価を行った。学校側からの説明および各委員 

からの意見を以下の報告書として取りまとめた。  

 

【学校関係者評価委員】  

≪外部委員≫  

・川崎 朋美 氏  保護者  

・若林 希来里 氏  卒業生  

 

【学校関係者評価委員】  

≪学校側≫  

・坂入 重久   学校長  

・丹羽 三枝子  教務主任 

・吽野 香織   教員 

・鴨志田 優奈  教員 

・溝部 萌未    教員 

 

【学校関係者評価委員会】 

日 時 ：２０２５年３月１７日（月） １９：００〜２０：００  

場 所：学校法人正栄学院 いばらきどうぶつ専門学校 A 教室  

 

１．学校からの配布資料  

（１）２０２４年度自己評価報告書  

２．学校からの主な説明  

（１）学校評価について、文部科学省におけるガイドラインについての説明。  

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき評価を実施した結果の報告。 



３．委員からの主なコメント、質疑応答  

・評価項目（１）―１ 教育内容が社会のニーズに合致したものとなっているのか。 

質問：学校の教育内容について説明してください。 

回答：愛犬美容学科、家庭犬訓練学科およびクアッド実習において、現役で活躍して

いるプロから最新の技術指導を展開している。 

 

・評価項目（４）―１、３ 就職率や求人者情報の向上は図られているか。また、卒業生

の社会活躍および評価を把握しているか。  

質問：就職率に向けた対策や卒業後の状況を把握しているか。 

回答：クアッド体制で様々な方向からいつでも相談できる体制を整え、就職率を高め

るだけでなく離職率を下げる取り組みを行っている。 

卒業生の状況については、いつでも相談が出来る体制を整えている。 

 

・評価項目（７）―２ 施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい

るか。  

質問：施設や設備など教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか。 

回答：新実習教室が完成し、今まで以上に対応できるように設備されている。 

 

・評価項目（１２）―１，２，３，４ 学校の教育資源や設備を活用した社会貢献を行っ

ているか。 

質問：広く教育機関、企業、団体、および地域との連携や交流を図っているか。 

回答：積極的に関係団体および地域関係者と交流を図っている。 

 

 以 上 


